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火
災
害
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る
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N

富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
、

そ
の
被
害
は
？

富
士
山
は
日
本
一
の
活
火
山
で
す

が
、
過
去
の
噴
火
史
は
古
文
書
を
調

べ
る
こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。
残
さ

れ
た
記
述
を
丁
寧
に
読
ん
で
い
く
と
、

富
士
山
が
平
均
30
年
ほ
ど
の
間
隔
で

噴
火
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
富
士
山
は
江
戸
時
代
の

1
7
0
7
年
に
噴
火
し
て
か
ら
現
在

ま
で
３
０
０
年
以
上
も
鳴
り
を
潜
め

て
い
ま
す
。
も
し
、
長
期
間
た
め
込
ん

だ
マ
グ
マ
が
一
気
に
噴
出
し
た
ら
、
江

戸
時
代
に
起
こ
っ
た
よ
う
な
大
噴
火

に
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

富
士
山
が
大
噴
火
し
た
場
合
、
当
時

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の

被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
士
山
の
裾
野
に
は
ハ
イ
テ
ク
関
係
の

工
場
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
火
口
か

ら
出
た
細
か
い
火
山
灰
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
中
に
入
り
込
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。
何
十
日
間
も
舞
い
上
が
る
火

山
灰
は
、
通
信
・
運
輸
を
含
む
都
市
機

能
に
大
混
乱
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
。

さ
ら
に
室
内
に
入
っ
た
ご
く
細
粒
の

火
山
灰
は
、
花
粉
症
以
上
に
鼻
や
の
ど

を
痛
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
目
の

痛
み
や
気
管
支
喘
息
を
起
こ
す
人
も
続

出
し
、
医
療
費
が
一
気
に
増
大
す
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
火
山
灰
は
航
空
機
に
と
っ
て

も
大
敵
で
す
。
上
空
高
く
舞
い
上
が
っ

図：富士山ハザードマップの概要。内閣府の資料を基に筆者作成
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の
軍
事
地
図
が
書
き
換
え
ら
れ
ま
し

た
。
も
し
将
来
、
富
士
山
の
噴
火
が
始

ま
る
と
、
そ
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
厚

木
基
地
を
は
じ
め
と
す
る
在
日
米
軍
の

戦
略
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
す
。

災
害
を
事
前
に
知
り
、

対
策
を
立
て
る

富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
の
災
害
予

測
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
富
士
山
が
江
戸
時
代
の
よ
う
な

大
噴
火
を
す
れ
ば
、
首
都
圏
を
中
心
と

し
て
関
東
一
円
に
影
響
が
生
じ
、
総
額

２
兆
５
0
0
0
億
円
の
被
害
が
発
生
す

る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
2
0
0
4

年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
試
算
で
す
が
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
現
在
で

は
、
こ
の
試
算
額
は
過
小
評
価
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
多
く
の
火
山
学
者
は

考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
新
し
い
災
害
評
価
が
発
表
さ

れ
る
で
し
ょ
う
が
、
首
都
圏
だ
け
で
な

く
関
東
一
円
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
確

実
で
す
。
ま
さ
に
富
士
山
の
噴
火
は
日

本
の
危
機
管
理
項
目
の
一
つ
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

噴
火
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
噴

火
し
た
場
合
に
危
険
な
場
所
は
ど
こ
か

を
示
す
地
図
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う

な
地
図
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
火
山
災

害
予
測
図
）
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
火
山

防
災
の
際
に
は
最
も
重
要
で
す（
図
）。

例
え
ば
、
2
0
0
0
年
3
月
に
噴
火

し
た
北
海
道
・
有う

珠す

山ざ
ん

で
は
、
噴
火
の

前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
ら
れ
て
い

た
た
め
、
住
民
は
速
や
か
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
、
一
人
の
犠
牲
者
も
な
い

ま
ま
噴
火
は
終
息
し
ま
し
た
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
避
難
計
画
・
避
難
施
設

の
整
備
・
土
地
の
利
用
計
画
に
も
用
い

ら
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
の
で
、
噴
火
の
前
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
火
山
灰
は
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
東
方

へ
飛
来
し
ま
す
。
富
士
山
の
風
下
に
は

3
7
0
0
万
人
の
住
む
首
都
圏
が
あ

り
、
羽
田
空
港
は
も
と
よ
り
成
田
空
港

ま
で
も
が
使
用
不
能
と
な
る
の
で
す
。

一
方
、
富
士
山
の
近
傍
で
は
、
噴

出
物
に
よ
る
直
接
の
被
害
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
の
す
ぐ
南
に

は
、
東
海
道
新
幹
線
・
東
名
高
速
道
路
・

新
東
名
高
速
道
路
が
通
っ
て
い
ま
す
。

も
し
富
士
山
か
ら
溶
岩
流
や
土
石
流

が
南
の
静
岡
県
側
に
流
れ
出
せ
ば
、

こ
れ
ら
３
本
の
主
要
幹
線
が
寸
断
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。
首
都
圏

を
結
ぶ
大
動
脈
が
何
十
日
も
止
ま
れ

ば
、
経
済
的
に
も
甚
大
な
影
響
が
出

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
、
火
山
の
噴
火
が
国
際
情
勢

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

1
9
9
1
年
6
月
に
起
き
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
の
大
噴
火
で
は
、

風
下
に
あ
っ
た
米
軍
の
ク
ラ
ー
ク
空
軍

基
地
が
、
火
山
灰
の
被
害
で
機
能
停
止

し
ま
し
た
。
火
山
が
噴
火
し
て
い
る
最

中
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も

使
え
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
噴
火
を
契
機
に
米
軍
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
か
ら
撤
退
し
、
極
東
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